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 素晴らしい表現でした（学習発表会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南陽市立宮内小学校 

南陽市宮内 3415 番地 

電話 47-2106 

校長 吉水 順一 

 １２月２日（月）にインフルエンザ感染拡大防止策として延期していた今年度の学習発表会を開催

しました。体調を崩して残念ながら参加できなかった子どもたちもおりましたが、どの学年これまでの

学習の成果を上手にまとめて素晴らしい発表会となりました。 

 

   

 

１学年 「くじらぐもが宮内小にやってきた」    

    

 

   

 

２学年 「２年生のオリンピックをひらこう」    

   

 

３学年 「ふるさとキラリたんけんたい！」     

 

   

 

 「くじらぐもが宮内小にやってきた」という

お話に、毎日頑張っている「国語」「算数」

「生活」「音楽」「体育」の成果を上手に発表

しました。それぞれの教科で展開してきた学

びを「よびかけ」「鍵盤ハーモニカの演奏」

「体育の実技」などで発表しました。やる気も

元気も満点の表現でした。 

 

   

 
 今年のパリオリンピックにちなんだ発表で

した。全員で演奏した鍵盤ハーモニカの音

色は素晴らしかったです。また、様々な技を

披露した「マットあそび」では、子どもたちが

技のポイントを紹介したり、みごとな演技を

披露したり、素晴らしい表現でした。準備や

移動の素早さも見事でした。 

 

   

 
 総合的な学習の時間で取組んだ「地域たん

けん」を自分たちが選んだ課題（「くだもの」

「吉野」「金山」「熊野大社」「新町商店街」「六

銘木」）に沿って調べ、成果をスライドにまとめ

て発表しました。教えていただいた講師の先

生との出会いに感謝しながら上手に発表する

ことができました。声の大きさも素晴らしく、１・

２年生の手本となっていました。 

 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の恵みを販売させていただきました 
 午前の部、午後の部の発表終了後に、体育館の後

ろで５年生が育てた米「仲米」と６年生が世話して収穫

した「六感りんご」を保護者の皆様に販売させていた

だきました。自分たちが手塩にかけて育て、収穫し、袋

詰めした作物を一生懸命販売する姿がありました。購

入いただいた保護者の皆様ありがとうございました。

また、学習にご協力いただきました、山形おきたま産

直センター青年部の皆様、平農園の皆様に感謝申し

上げます。 

 

 

４学年 音楽劇「ごんぎつね」「合奏オーラリー」  
 

５学年 「地域・自然・仲間とつながり、自分を Grow Up」 

  
 

６学年 「コラボ宮小 ～魅せましょう 私たちとふるさとの一体感」   
 

 国語で学習した「ごんぎつね」のストーリーにリコ

ーダーやピアノの演奏、歌を入れて表現豊かに発表

することができました。情景が伝わるように台詞の言

い回しを工夫し、ごんや兵十の気持ちを上手に表現

していました。また、後半のオーラリーの合奏では、

一人一人が自分のパートを見事に演奏し、心地よい

音色が響き渡りました。 

 

   

  総合的な学習の時間や社会科で取組んだ学習を

上手につなげた、大変ダイナミックな発表でした。自

然体験学習と米作りの学習を通して学んだ「自然を

学ぶ大切さ」、自然から得られる「恵」に感謝しながら

生活していかなければならないことをまとめて表現し

ていました。「群読」「ソーラン節」「斉唱」を織り交ぜ

ながらの発表でした。 

 

   

 

 年度初めから６年生の学習のテーマ「コラボ宮小」

について、自分たちがどのように地域と関わり、どの

ような学びを得てきたのかということについて時間を

追って、表現豊かに発表できました。万燈神輿を担

いでのオープニング、平農園で学んだ「リンゴ学習」、

宮小に昔から伝わる「御神楽」、そして「ふるさと」の

合唱とバリエーションあふれる表現がありました。さ

すが６年、どの発表も迫力と見ごたえがありました。 

 

   

 


